公益財団法人沖縄県老人クラブ連合会感謝・表彰規程
（趣　旨）

第１条　公益財団法人沖縄県老人クラブ連合会（以下「県老連」という）において、多年にわたり老人クラブの育成指導に尽力し、功績のあった者並びに老人福祉向上のために協力援助し、他の模範となる顕著な功績のあった者に対し、この規程により感謝・表彰を行うことができる。
（感謝・表彰の対象）

第２条　感謝・表彰をする対象者は、次のとおりとする。
(1)　特別功労者

(2)　老人クラブ育成功労者
(3)　優良老人クラブ並びに優良地区・市町村老連
(4)　永年勤続者

（感謝・表彰の対象範囲）

第３条　感謝・表彰に該当する者の資格は次のいづれかの条件を具備する者のうちから選考する。
(1)　特別功労者

　　イ　県老連に４年以上在職した役員で、特に功労顕著であるもの
　　ロ　県老連に多額の金品（100万円以上）を寄附し、斯業の振興に貢献したもの
(2)　老人クラブ育成功労者
　　イ　県老連評議員として４年以上在職し、その功績が顕著なもの
　　ロ　市町村老連役員（市町村合併後の支部老連役員も含む）並びに地区老連役員として４年以上勤続し、その功績が顕著なもの
ハ　老人クラブに対する奉仕活動が10年以上で特に顕著なもの
(3) 優良老人クラブ並びに優良地区・市町村老連
　イ　設立１０年以上の老人クラブであって、活動内容が優秀で他の模範とするに足ると認められるもの

　ロ　過去に表彰を受けた老人クラブにおいて、第５条２項にかかわらず、その受賞後１０年以上経過した場合は、再表彰することができる。

(4)　永年勤続者

　イ　老人クラブ連合会の職員として在職期間が通算して15年以上のもの

（感謝・表彰者の推薦）

第４条　感謝・表彰者の推薦は、各地区老人クラブ連合会の長が、別紙様式により会長に申請するものとする。
但し、表彰審査委員会からも推薦することができる。
（表彰審査委員会等）

第５条　感謝又は表彰該当者を審査するため、会長が委嘱する表彰審査委員をもって構成する表彰審査委員会を設置して、感謝・表彰者を決定する。
２　過去において、感謝・表彰を受けたものは、同一事項について再度表彰はしない。

３　被感謝・表彰は、原則として各地区老人クラブ大会で表彰を受けたもの。
　　
附　則
この規程は、公益財団法人沖縄県老人クラブ連合会設立登記の日
（平成２４年４月１日）から施行する。
この規程の一部改正は、平成３０年３月２３日から施行する。
